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１．参加者

(１) 参加者  ２００団体及び個人（予定）

（福祉施設、作業所、通勤寮、特別支援学校、盲学校、ろう学校、特別支援学級、

クラブ、障害者団体、競技団体、個人）

(２) 出場選手数 ４３６９名（予定）
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知的   ５３２名

精神    ２５名
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(３) 来賓  １００名



─ 13 ── 12 ─

       大  会   役  員       

会   長 公益社団法人東京都障害者スポーツ協会会長 延與  桂

副 会 長 東京都スポーツ推進本部長           丸山 雅代

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会副会長 森田 英二

〃 平塚 雄二

                 〃                立原麻里子

役   員 東京都スポーツ推進本部パラスポーツ担当部長        上山亜紀子
       東京都スポーツ推進本部スポーツ総合推進部パラスポーツ課長

前原 淳

東京都スポーツ推進本部スポーツ総合推進部競技担当課長 粕谷 欣史

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会顧問

市川 健一  菊地 和則    古平 光市  柴﨑 正次

白石弥生子  矢内 信夫   吉田 力男

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会専務理事        山根 誠治

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会理事

阿部 正幸   粟野 達人 伊賀 保夫  市川 元章

今井 康之   植田 敏郎 小原誠太郎  角田 真司

加藤みさ子    川村 和利 小関 直樹  櫻井 京子

瀬川 聖美  土田和歌子 早﨑 道晴   松浦 孝明

杉本 賢司（監事）  高橋 博則（監事）

        実    行    委    員        

実行委員長  公益社団法人東京都障害者スポーツ協会副会長  平塚 雄二

副実行委員長  公益社団法人東京都障害者スポーツ協会専務理事  山根 誠治

実 行 委 員  植田 敏郎 小原誠太郎  江木ひかり  鈴木 常義 髙野 昌明

柚木 秀彦  岡澤 政子 須貝 栄作 矢内 信夫  小峰 久美

  稲木 祐二  飛田 貴子  石飛 了一 新井由希枝  長尾 英治

小関 直樹  小嶋 隆司  井上 一仁 西應 大輔 大嶋 義昭

  飯塚 史郎 瀬川 聖美  佐藤 愛莉   竹内 純子  佐々木ゆみ

    瀬上 健司 小木曽大夢 丹  美幸  松村   杏  安井 優貴

  池澄 乃愛    鈴木 綾乃 粕谷 欣史

大会実施規模

１．参加者

(１) 参加者  ２００団体及び個人（予定）

（福祉施設、作業所、通勤寮、特別支援学校、盲学校、ろう学校、特別支援学級、

クラブ、障害者団体、競技団体、個人）

(２) 出場選手数 ４３６９名（予定）

【個人競技】

陸上競技              身体   ５０４名

知的   ５３２名

精神    ２５名

   水泳                 身体    ６４名

知的   ２３４名

   卓球                 身体   ８５名

知的   １１７名

精神    ４０名

サウンドテーブルテニス        身体    ５３名

   アーチェリー             身体    ２１名

   ボッチャ               身体    ５７名

   フライングディスク          身体    ３８名

知的   ２５９名

精神     ４名

   ボウリング              知的   １７６名

【団体競技】

  バスケットボール(社会人の部)          知的(団体) １１８名 (個人) 3名
   バレーボール             知的      １６６名
   ソフトボール             知的   ９２名

   サッカー               知的(団体) ３２３名 (個人) ２８名

   バスケットボール(学生の部)     知的(団体)   ６０名  (個人) １０名
車いすバスケットボール    身体      ８０名（予定）
フットソフトボール           知的     ２０名（予定）

   ブラインドベースボール      身体   ６０名（予定）

   スポーツの集い          知的  １，０００名（予定）
バレーボール         精神   １００名（予定）

   バレーボール         身体   １００名（予定）

   

２．大会協力者

(１) 大会役員（競技審判員、運営役員） １，５００名

(２) 大会協力者（学生、社会人、団体ボランティア等） ４，０００名

(３) 来賓  １００名



─ 14 ─

第27回東京都障害者スポーツ大会実施要領

１ 目 的
この大会は、障害者がスポーツを通じて、自らの体力の維持増進及び社会への参加と相互

の交流を促進させるとともに、都民の障害者に対する理解の増進を図り、もって障害者の自
立の促進とスポーツ振興に寄与することを目的とする。
また、全国障害者スポーツ大会の派遣選手選考会を兼ねたものとして開催する。

２ 主 催
  東京都、公益社団法人東京都障害者スポーツ協会

３ 運 営
  第27回東京都障害者スポーツ大会実行委員会

４ 後 援
特別区長会、東京都市長会、東京都町村会、世田谷区、港区、北区、板橋区、練馬区、江東

区、国立市、(公財)東京都スポーツ協会、(公財)東京都スポーツ文化事業団、(一財)東京都弘
済会、(社福)東京都手をつなぐ育成会、(公社)東京都身体障害者団体連合会、(公社)東京都盲
人福祉協会、(公社)東京聴覚障害者総合支援機構東京都聴覚障害者連盟、(社福)ＮＨＫ厚生文
化事業団、(特)東京都発達障害支援協会、東京都立特別支援学校長会、東京都特別支援学級・
通級指導教室設置学校長協会、全国聾学校長会、東京都盲学校長会、東京都肢体不自由特別支
援学校長会、東京都知的障害特別支援学校長会、東京都知的障害特別支援学校ＰＴＡ連合会、
東京都公立小学校長会、東京都中学校長会、東京都公立高等学校長協会、(一財)東京私立中学
高等学校協会、全国特別支援教育推進連盟、(社福)東京都社会福祉協議会、(公財)東京都公園
協会、(公財)国際障害者年記念ナイスハート基金、(公財)日本チャリティ協会、(公財)日本社
会福祉弘済会

５ 特別協賛
  特別区長会、ライオンズクラブ国際協会３３０-Ａ地区、(一財)東京都弘済会、(公財)東京

都スポーツ文化事業団、(社福)東京都社会福祉協議会・東京善意銀行

６ 協 賛
(社福)東京都手をつなぐ育成会、(一社)東京都馬主会、東京都パラスポーツ指導者協議会、

三菱商事(株)、日本電気(株)、(株)オーエンス、ハウスコム東東京(株)／ハウスコム西東京
(株)、(株)ゼンコー、東京地下鉄(株)、日本自動車ターミナル(株)、東京都競馬(株)、(株)サ
イオー、(一財)東京都弘済会、(株)CAC Holdings、PwC Japanグループ、(株)日進産業、日
本労働組合総連合会東京都連合会、(株)大塚商会、学校法人藤村学園東京女子体育大学・東
京女子体育短期大学、トヨタモビリティサービス(株)、広友物産(株)、(株)環境管理センター、
帝京平成大学、(株)オープンハウスグループ、(株)テー・オー・ダブリュー、(公財)日本チャ
リティ協会、(社福)はばたき、東京障がい者バドミントン連盟、東京福祉大学・大学院、(公
社)東京聴覚障害者総合支援機構東京都聴覚障害者連盟、(公社)東京都盲人福祉協会、東京都
知的障害特別支援学校ＰＴＡ連合会、(一社)東京都肢体不自由児者父母の会連合会、(株)東京
エイドセンター、(株)東伸企画、(有)東京福祉企画、(株)グロリアツアーズ、名鉄観光サービ
ス(株)新宿支店、京王自動車バスサービス(株)、美津濃(株)、グッド・リッチ(株)、東京都知
的障がい者サッカー連盟、葉月システム(株)、東京メトロポリタンテレビジョン(株)、乃木坂
ナイツ、ぜんち共済(株)、東京都生活協同組合連合会、あおば損害調査(株)、(一社)東京労働
者福祉協議会、東京都スポーツウエルネス吹矢協会、堀江車輌電装(株)、(公財)東京都人権啓
発センター、ライフネット生命保険(株)、(株)BRAIN、セノー(株)東京支店、(公財)東京都ス
ポーツ文化事業団、(株)ユニバーサルトレーニングセンター、(一社)キッズ＆ファミリンピッ
ク実行委員会、ベーカー＆マッケンジー法律事務所、ヨーロッパ・アシスタンス・ジャパン
(株)、ブルークリーン(株)、あいおいニッセイ同和損害保険(株)、(株)ソフィアクリスタル、
(株)ウォーターネット、大塚製薬(株)、(株)モルテン、(株)Ｄ＆Ｍ、ナガセケンコー(株)、伊
藤忠商事(株)、日本卓球(株)、ナショナルハット(株)、生活協同組合コープみらい、学校法人
帝京大学、(公財)鉄道弘済会義肢装具サポートセンター、富士瓦斯(株)、東京都国民健康保険
団体連合会、(株)セントラルプラザ／ラムラショッピングセンター、(株)多摩流通、(一社)東
京都ＬＰガス協会、(社福)豊芯会ふれあいファクトリー、(株)大塚商会城北営業部大塚支店、
(有)ジャパンリハビリテーションエンジニアリング、東京馬場先門ライオンズクラブ、野々
屋、(株)フォレスト、(株)トリデ、サントリービバレッジソリューション(株)、フルテック
(株)国立営業所、(有)エックスワン、(株)草庵、(有)アーネストジャパン、(株)指田園、日本
エンドレス(株)、伊藤スポーツ、(株)高橋運動具店、(一社)東京バス協会、(一社)東京都交友
会、コカ・コーラボトラーズジャパン(株)、その他当協会会員
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̕ 協 ྙ
(公ࡔ)東京཰৏競技協会、(公ࡔ)東京都水泳協会、(一社)東京都୐ځ࿊໏、(一社)東京都バスケ

ットボール協会、(公ࡔ)東京都バレーボール協会、(公ࡔ)東京都サッΩー協会、東京都ソフトボ
ール協会、東京都障害者フライングυΡスク協会、東京都障害者水泳࿊໏、東京都எ的障がい者
཰৏競技࿊໏、東京都̛̠ボウリング࿊໏、東京都車いすバスケットボール࿊໏、東京都̛̠バ
スケットボʷル࿊໏、東京身体障害者୐ځ࿊໏、東京都身体障害者ΠーチΥリー協会、東京都எ
的障がい者サッΩー࿊໏、精神障害者地Ү生׈支援と͑きΒ͑会٠、東京都パラスポーツࢨ಍者
協٠会、日ຌボーイスΩウト東京࿊໏、(一社)ΪールスΩウト東京都࿊໏、日ຌ੼ॉ࣊社ҫྏセ
ンター、ཱིࠅබӅ機構東京ҫྏセンター、੊ీ୫区手࿫通༃等ഁݥセンター、ϝチル会、(公ࡔ)
日ຌライフセービング協会、੼ॉ࣊ޢ学ๆ࢕団、݊޴߃৏ةժ、ഇ三バスケットボール同޹会
「リングαング」、ピボット、わくわく2001、ൂാ̛̝クラブ、つͻさクラブ、ླྀ通ࡃܨ大学、
日ຌ体ү大学、૥Ҷీ大学、日ຌঃࢢ体ү大学、東京ঃࢢ体ү大学・東京ঃࢢ体ү୻期大学、
部、໎࣑大学身ৼ障害者ෳڂݜࢳ障害者リύビリテーεϥンセンター学Ӆ、໎࣑大学社会ෳཱིࠅ
大学、東京都ཱི大学、東༺大学バリΠフリーگཱི、会しいの実、ช京学Ӆ大学、ఉ京ฑ成大学ࢳ
サークルิみ、అ੫学園୻期大学、日ຌෳگࢳү઒門学校、東京成ಛ大学、઒門学校東京ϙスピ
タリテΡ・ΠΩυϝー、成ঃ߶等学校、東京保݊ҫྏ઒門৮大学、అ੫学園߶等学校、東京都ཱི
つͻさ総合߶等学校、成৕学園、ॳళ中学校 他

８ 実施競技・会場等
別ࢶのとおり

̗ 参加֪ࣁ
ड़場選手は次のいͥれ͖のড়݇をຮたす者とする。

(1) 身体部門は、身体障害者ෳࢳ法第15ড়の規定により、身体障害者手ீの交付を受けた
者、͍るいは、そのखಚの対象に६ͥる障害の͍る者で令和８年4月1日ݳ在中学生以৏
の者。

(2) எ的部門は、޲生事務次ׯ通எによるྏү手ீ(Ѭの手ீ)の交付を受けた者、͍るいは
そのखಚの対象に६ͥる障害の͍る者で令和８年4月1日ݳ在ঘ学生以৏の者。

(3) 精神部門は、精神保݊及び精神障害者ෳࢳに関する法ཱ第45ড়により、精神障害者保݊
ෳࢳ手ீの交付を受けた者、͍るいは、そのखಚの対象に६ͥる障害の͍る者で令和８
年４月１日ݳ在中学生以৏の者。
※原則として、都内にݳ住所を有する者。たͫし、都内に所在する学校や障害者支援施
設等団体に所属している者は、参加してもࠫし支͓ないものとする。 (֦部門共通)

10 管理߃݊
(1) 競技に際し݊߃৏支障のない者とし、ࣙހの੻೜において参加することとする。

特に、参加に͍たりࣙހの障害及び体௒に෈҈が͍る場合は事前にҫࢥに૮஌すること。
(2) 主催者においては、応ٺの処஖をঈき一切੻೜をෝわないものとする。

11 参加ඇ
ໃྋ（但し、ボウリングは、ύウスεϣーθをई用する場合は֦ࣙのෝ୴とする。）

12 参加੏限
（身体部門）
（1）個人競技、団体競技に͖͖わらͥ෵਼の競技に参加することができる。たͫし、同ͣ

日に実施する競技には参加することはできない。
（2）཰৏競技については、ͽとり１झ目の参加とする。
（3）水泳については、ͽとり̐झ目までの参加とする。

（எ的部門）
（1）個人競技、団体競技に͖͖わらͥ෵਼の競技に参加することができる。たͫし、同ͣ

日に実施する競技には参加することはできない。
（2）཰৏競技については、ͽとり１झ目の参加とする。
（3）水泳については、ͽとり̐झ目までの参加とするが、加͓てリレー１झ目に参加する

ことができる。
(精神部門)
（1）個人競技、団体競技に͖͖わらͥ෵਼の競技に参加することができる。たͫし、同ͣ

日に実施する競技には参加することはできない。
（2）཰৏競技については、ͽとり１झ目の参加とする。
（3）実施競技は、個人競技：཰৏競技、୐ځ、フライングυΡスク、団体競技：バレーボ

ールとする。
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13 競技規則
令和8年ౕ公益ࡔ団法人日ຌパラスポーツ協会ฦ「સࠅ障害者スポーツ大会競技規則」及び

ຌ大会「申し合わせ事項」を適用する。

14 表ঞ
  (身体部門)

(1) 個人競技については஋ঃ別、障害区分別及び年齢区分別に֦झ目(ૌ)の̑Ғまでにϟ
ξルをद༫する。

(2) フライングυΡスク競技の表ঞは、֦ૌ͟との表ঞとし、̑Ғまでにϟξル、４Ғ以下
には׸ಈৈをद༫する。

(3) 団体競技については̑Ғまで表ঞする。たͫし、̑チーム以下の場合、࠹下Ғは表ঞ
しない。

(எ的部門)
(1) 個人競技については஋ঃ別、年齢૜別に֦झ目(ૌ)の̑Ғまでにϟξルを、４Ғ以下

には׸ಈৈをद༫する。団体競技もこれに६ͥる。
(2) フライングυΡスク競技の表ঞは、֦ૌ͟との表ঞとし、̑Ғまでにϟξル、４Ғ以下

には׸ಈৈをद༫する。
(3) 団体競技については3Ғまで表ঞする。更に༑ঋチームについては、「原ీ೯ົ഍（対

象ʁバスケットボール、バレーボール、サッΩー）」、「೵ଞ౽一഍（対象ʁソフト
ボール、フットソフトボール）」をद༫する。

(精神部門)
(1) 個人競技については஋ঃ別、年齢区分別に֦झ目(ૌ)の̑Ғまでにϟξルをद༫する。
(2) フライングυΡスク競技の表ঞは、֦ૌ͟との表ঞとし、̑Ғまでにϟξル、４Ғ以

下には׸ಈৈをद༫する。
(3) 団体競技については̑Ғまで表ঞする。

15 大会開催の可൳݀定
大会開催前຤は大会開催中にళࡄ地変、Ӻබ等のඉ৙事ସがًきた場合や、੕ැ຤は東京

都͖ら֦झ要請が発ड़された場合などは、実行җ員会（競技部会）の意ݡをಁま͓て、主催
者ؔで協٠し、開催の可൳を݀定する。

16 申込๏法
●インターネットによる申し込み
  下記ϙームϘーζの入ྙフΧーム͖ら必要事項を入ྙし、「参加に関する੦༁事項」
に同意の৏、期限内に申し込むこと。

申込みURLʁhttps://tokyo-totaikai.com/
※スϜートフΧン͖らの申し込みも可೵で͍るが、パソαンでの申し込みを推ওする。

●郵送または࣍参による申し込み
所定の申込ॽに必要事項を記入し、「参加に関する੦༁事項」に同意の৏、期限内に
申し込むこと。
東京都障害者スポーツ協会ϙームϘーζʁhttps://tsad-portal.com/tsad

申込先ʁ公益社団法人東京都障害者スポーツ協会
〒162-0823 東京都新宿区神楽河岸１-１セントラルプラザ12階

※࣍参の場合は締切日の17時までとする。
※参加者でେජ等を͟س๮の๏は、事前に記載の問い合わせ先まで必ͥ࿊ཙすること。
※申し込む際にʲ参加੦༁ॽʳをસ員提ड़すること。
※̝̘̯での申し込みは受付できないので注意すること。

(1) 都外在住で都内に所在する学校・障害者支援施設・団体に所属している者は、その所属
で団体申し込みを行͑こと（個人での申し込みはできない）。

(2) 所属は１人１団体（または個人）とし、別ʓの団体͖ら申し込むことはできない。
(3) 団体として申し込む場合は、団体総括表に必要事項を記入し、参加申込ॽと一括して

申し込みすること。
(4) 学校、施設、団体は一括し、インターネットまたは郵送、࣍参にて申し込むこと。
(5) 参加申込ॽの͓߉は֦ࣙで保管すること。
(6) 申し込み時18ࡂາຮの場合は、保ޤ者の同意をಚること。
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17 申込期限 ※インターネット申込も同様。
期限を過ぎた場合は、申し込みを受け付けることはできないので注意すること。

●個人競技申込
…個人参加及び学校（特別支援学校・学級、一般校）、施設等団体の在籍者
令和８年3月9日（月）17時
※郵送の場合は、令和８年3月9日（月）の消印を有効とする。

●個人競技特例二次申込
…学校（特別支援学校・学級、一般校）や障害者支援施設の新入生・新規利用者が対象
令和８年4月8日（水）17時
※特例二次申込は団体（学校、障害者支援施設）が統括して申し込むこと。
個人での申し込みは受け付けない。

※障害者スポーツセンター新規利用者及びクラブチームの新規加入を理由とした
申し込みは特例二次申込では認めない。

※郵送の場合は、令和８年4月8日（水）の当日必着

●団体競技申込
… 令和８年4月8日（水）17時
※郵送の場合は、令和８年4月8日（水）の当日必着
※団体競技の「チーム構成表」の修正締め切りは令和８年４月13日（月）に当日必着と
する。

18 問合せ先
公益社団法人東京都障害者スポーツ協会 スポーツ振興部 事業推進課

   〒162-0823 東京都新宿区神楽河岸１-１セントラルプラザ12階
    （分室）TEL 03(6265)6001  FAX 03(6265)6077

※FAXは問い合わせのみとし、申し込みの受付はできないので注意すること。

19 その他
(1) プログラムには氏名・所属団体（個人参加の場合は在住地区名）・障害区分番号を記載

し、参加者及び競技役員等に配布する。適切な業務運営に必要と認められる目的以外に利
用もしくは第三者への開示、提供は行わない。

(2) 原則として、申し込み締切り後の記載事項の変更はできない。
(3) プログラム等の発送は、令和８年5月8日（金）以降とする。

但し、サウンドテーブルテニスおよび水泳、ソフトボールについては、令和８年5月7日
（木）以降に発送する。

(4) 予め申請を行い競技場内への入場を許可された者以外は、審判員および競技進行の妨げと
なるため、競技場内へは入らないこと。また、競技場内での撮影、応援は禁止する。

(5) 大会の映像・写真・記事・記録など（氏名・年齢・性別・記録・肖像などの個人情報）が新
聞・テレビ・雑誌・インターネット・パンフレットなどに報道・掲載・利用されることを承
諾するものとする。

(6) 駒沢オリンピック公園総合運動場の駐車場確保が難しいため、公共交通機関の利用をお願
いする。駐車場の使用は、車を使用しないと来場できない選手のみとし、選手の乗車して
いない車両の駐車は認めない。必要な場合は事前申し込みとするので、申し込みの際に備
考欄に記入すること。
また、他会場は駐車場の確保はできないので、公共交通機関を利用すること。

(7) 競技開催中の落とし物は主催者で一時保管するが、競技終了後は大会要項に記載のとおり
処分する。

20 附則
５月・６月実施分以外の下記の競技については、別途実施要領を定め実施するものとする。
バスケットボール（学生の部）/車いすバスケットボール/フットソフトボール/
ブラインドベースボール/スポーツの集い/バレーボール(精神部門・身体部門)
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競技 日程 会場

合同開会式  令和8年5月10日(日)
 東京体育館
  メインアリーナ

 令和8年5月16日(土)・17日(日)
午前9時から午後5時

 令和8年5月17日（日）
午前9時から午後5時

 令和8年5月23日(土)
午前9時から午後5時

 令和8年5月23日(土)
午前9時から午後5時

 令和8年5月23日(土)・24日(日)
午前9時から午後5時

 令和8年5月23日（土）・24日（日）
午前9時から午後5時

 令和8年5月24日(日)
午前9時から午後5時

 令和8年5月24日（日）
午前9時から午後5時

 令和8年５月３0日(土)
午前9時から午後5時

 令和8年5月17日(日)
午前9時から午後5時

 令和8年5月24日(日)

 　　　　　 5月31日(日)

午前9時から午後5時

 令和8年５月３0日(土)
午前9時から午後5時

 令和8年５月３0日（土）・31日（日）  板橋区立小豆沢体育館  室内競技場
午前9時から午後5時   （5月30日・5月31日） 社会人の部

 令和8年8月4日(火)・5日(水)  駒沢オリンピック公園総合運動場　屋内球技場
午前9時から午後5時   （8月4日・5日）　学生の部

 令和8年8月29日(土)
午前9時から午後5時

 令和8年9月26日(土)
午前9時から午後5時

 令和8年11月15日(日)
午前9時から午後5時

 令和8年12月9日(水)
午前9時から午後5時

 令和9年1月27日(水)
午前9時から午後5時

 令和9年2月20日(土)
午前9時から午後5時

ブラインドベースボール
（身体部門）

 武蔵野中央公園
  スポーツ広場

アーチェリー
（身体部門)

 東京都障害者総合スポーツセンター
  洋弓場

 武蔵野市立武蔵野総合体育館
  メインアリーナ

 駒沢オリンピック公園総合運動場
  陸上競技場・補助競技場

 駒沢オリンピック公園総合運動場
  軟式野球場

 駒沢オリンピック公園総合運動場
  体育館

 東京ポートボウル

 駒沢オリンピック公園総合運動場
  第二球技場・補助競技場

 光が丘公園
  野球場

 東京アクアティクスセンター
  メインプール

 東京都多摩障害者スポーツセンター
  集会室 等

 駒沢オリンピック公園総合運動場
  陸上競技場

 駒沢オリンピック公園総合運動場
  屋内球技場

 駒沢オリンピック公園総合運動場
  陸上競技場

 東京体育館
  メインアリーナ

 東京体育館
  メインアリーナ

 東京体育館
  サブアリーナ

ボッチャ
（身体部門）

陸上競技
（知的部門）

卓球
（身体・知的・精神部門）

バレーボール
（身体部門）

ソフトボール
（知的部門）

サッカー
（知的部門）

バスケットボール
（知的部門）

バレーボール
（知的部門）

車いすバスケットボール
（身体部門）

フットソフトボール
（知的部門）

スポーツの集い
（知的部門）

バレーボール
（精神部門）

 東京都障害者総合スポーツセンター
　体育館等

水泳
（身体・知的部門）

サウンドテーブルテニス
（身体部門）

フライングディスク
（身体・知的・精神部門）

ボウリング
（知的部門）

陸上競技
（身体・精神部門）
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＜全国障害者スポーツ大会に係る選手選考及び派遣について＞

(1) 令和８年4月1日現在で13歳以上の者とする。
(2) 身体部門で身体障害者手帳未取得者は、全国障害者スポーツ大会の派遣選手の対象とは

ならない。「ぼうこう又は直腸機能障害」以外の内部障害が主障害の者（以下「その他
の内部障害」）は、全国障害者スポーツ大会の派遣選手の対象とはならない。

(3) 知的部門で療育手帳未取得者は、児童相談所・知的障害者更生相談所長の判定書の写
し、医師の診断書、在籍または卒業（退所）先の所属長による「取得の対象に準ずる障
害」の証明書のいずれかの提出が必要となる。

(4) 精神部門で精神障害者保健福祉手帳未取得者については、自立支援医療（精神通院）受
給者証取得者のみ対象とする。

(5) 全国障害者スポーツ大会申込時に都内に現住所（住民票のある地）を有する者とする。
但し、都内に所在する学校や障害者支援施設に通学並びに入所、通所している者は参加
できるものとする。

(6) 個人競技の派遣候補選手は、第27回東京都障害者スポーツ大会個人競技申し込みの全国
大会参加希望欄で「あり」を選択した者より選考する。申込書に記載が無い場合は、
「なし」と判断する。

(7) 派遣候補選手は、原則、練習会及び大会派遣期間の全日程参加できる者を選考する。
※派遣場所、日程などを考慮し、派遣期間に堪え得る体力や健康を有し、東京都選手団
の一員として練習会・結団式・本大会派遣期間等において、集団生活や行動に適応で
きる者とする。

(8) 派遣候補の個人競技の選手は、6月第1週目までに個別で候補選手面談をおこなう（予
定）。候補に選ばれた際には、電話等で連絡をおこなう。

(9) 派遣選手は、当協会が設置する選考委員会で選考する。なお、選考方法等については、
「選考規程」による。個人競技については、前年度選考され全国大会に申込みをした者
は、競技を問わず選考の対象とならない。また、団体競技については、本大会を選考大
会のひとつとする。

(10) 今年度の全国障害者スポーツ大会は、令和8年10月23日（金）～26日（月）に青森県で開
催される。東京都選手団は、令和8年10月22日（木）～10月27日（火）（予定）で派遣
する。※陸上・水泳・サッカーは、令和8年10月21日（水）～10月26日（月）（予定）
で派遣する。

(11) 全国障害者スポーツ大会の広報のため、障害区分（重複障害含む。）、年齢区分、氏
名、選手団名、競技中の写真および競技記録等について、主催者または派遣元（東京都
及び東京都障害者スポーツ協会）が広報媒体への掲載を行う場合がある。
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第 25回全国障害者スポーツ大会東京都選手団選考実施要綱

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会

１ 東京都選手団選考会

（１）令和 8年度「第 25回全国障害者スポーツ大会（青の煌めきあおもり障スポ）」に派

遣する東京都選手団選手候補者の選考会を、第 27 回東京都障害者スポーツ大会に

含めて実施する。

（２）期日、会場、種目、参加要領等は、第 27 回東京都障害者スポーツ大会実施要領の

通り。

（３）参加者の募集

① 第 27回東京都障害者スポーツ大会の募集と兼ねる。

② 個人競技の派遣候補選手は参加申込用紙の「全国障害者スポーツ大会参加希望欄」

で「あり」を選択した者から選考する。

２ 東京都選手団候補者の資格（全国障害者スポーツ大会開催基準要綱に基づく）

（１）13歳以上（令和 8年 4月 1日現在）の知的、身体、精神障害者で、東京都内に現住

所があること。学校に通学している者及び施設に入所・通所している者は、その学

校及び施設の所在地が東京都内であること。

（２）原則として第 27回東京都障害者スポーツ大会出場者。（団体競技はこの限りでないことが

ある）

（３）東京都選手団として行動を共にできる者。

（４）原則として練習会・結団式を含めて全日程に参加できる者。

３ 選手候補者の選考及び決定

（１）選手候補者は、当協会の選考委員会において選考する。

（２）個人競技の候補者は、選考会の記録・成績と全国大会及び東京都大会記録を勘案し、

また全国大会出場未経験者の出場にも配慮するとともに、障害種別、性別、年齢等

選手団全体の構成も鑑み選出する。

（３）団体競技については、7 競技 12 チームを派遣する。また、全国大会派遣メンバー

は、本大会を選考大会のひとつとし、優秀な選手を選抜する。

第 25回全国障害者スポーツ大会東京都選手団の概要

１ 東京都選手団の概要（予定）

   派遣人数：総数 400名（選手 291名 ／ 役員 109名） ※人数はすべて予定

① 個人競技：134名（役員 69名）

      陸上競技 63名 ／ 水泳 19名 ／ アーチェリー 4名／卓球 22名／

フライングディスク 16名 ／ ボウリング 8名 ／ ボッチャ 2名

② 団体競技：157名 （役員 40名）

バスケットボール（男子） 12名／ バスケットボール（女子） 12名／

車いすバスケットボール 12名／ グランドソフトボール 15名／

ソフトボール 15名／バレーボール（身体・男子） 12名／

バレーボール（身体・女子） 12名／バレーボール（知的・男子） 12名／

バレーボール（知的・女子） 12名／バレーボール（精神） 12名／

サッカー 16名／ フットソフトボール 15名

２ 東京都選手団日程（予定）

    結団式             令和 8年 10月 ４日（日）

    派遣期間及び内容            10月 21日（水）集合・出発   陸上競技・水泳・サッカー

                    22日（木）集合・出発 上記以外の競技

                   23日（金）開会式       陸上競技・水泳・サッカー

                   24日（土）競技

                   25日（日）競技

                   26日（月）閉会式・帰京

                                       ※陸上競技・水泳・サッカー以外は閉会式に参加予定。

３ 第 25回全国障害者スポーツ大会「青の煌めきあおもり障スポ」 概要

〔開閉会式〕 マエダアリーナ

〔個人競技〕

陸上競技 カクヒログループアスレチックスタジアム

水泳 マエダアリーナ 50mプール

アーチェリー 新青森県総合運動公園 投てき・アーチェリー場

卓球（ＳＴＴ） カクヒログループスーパーアリーナ

フライングディスク 弘前市運動公園陸上競技場

ボウリング 三沢ボウル

ボッチャ        青森県武道館

〔団体競技〕

バスケットボール むつマエダアリーナ

車いすバスケットボール 三沢市国際交流スポーツセンター

ソフトボール 東北町南総合運動公園 ソフトボール場・野球場

ブラインドベースボール おいらせ町下田公園 多目的グラウンド

バレーボール(身) 十和田市総合体育センター

バレーボール(知) 伊藤鉱業アリーナつがる

バレーボール(精) 五所川原市民体育館

サッカー プライフーズスタジアム・八戸市多賀多目的運動場 人工芝球技場

フットソフトボール 八戸市新井田公園 多目的広場
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第 25回全国障害者スポーツ大会東京都選手団選考実施要綱

公益社団法人東京都障害者スポーツ協会
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フライングディスク 16名 ／ ボウリング 8名 ／ ボッチャ 2名
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３ 第 25回全国障害者スポーツ大会「青の煌めきあおもり障スポ」 概要
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水泳 マエダアリーナ 50mプール
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１　業務内容

２　配置一覧
〔駒沢会場〕 配置員

長尾英治（東知サ連）
日　　　程 会　　　場 参加選手数 医　　　師 看　護　師

5月23日(土)
5月24日(日)

駒沢オリンピック公園
総合運動場
陸上競技場

８３３人 各日2名

5月23日(土) 屋内球技場 ５７人 1名

5月24日(日)
5月31日(日)

補助競技場
第二球技場

３５１人 各日2名

5月 30日(土)
陸上競技場
補助競技場

５０４人 3名

5月 30日(土) 体育館 １６６人 1名

〔江東区会場〕 配置員

日　　　程 会　　　場 参加選手数 医　　　師 看　護　師
5月16日(土)
5月17日(日)

東京アクアティクスセンター
メインプール

２９８人 各日1名

〔練馬区会場〕 配置員
日　　　程 会　　　場 参加選手数 医　　　師 看　護　師

5月17日(日)
光が丘公園

野球場
９２人 1名

〔北区会場〕　配置員

5月23日(土)
5月24日(日)

東京都障害者総合
スポーツセンター

２４２人 各日1名

5月24日(日)
東京都障害者総合
スポーツセンター

２１人 1名

〔板橋区会場〕 配置員 森田英二(協会)、小嶋隆司（東IDバ連）
日　　　程 会　　　場 参加選手数 医　　　師 看　護　師

5月30日(土)
5月31日(日)

板橋区立小豆沢体育館
室内競技場

７０人 各日1名

〔港区会場〕 配置員
日　　　程 会　　　場 参加選手数 医　　　師 看　護　師

5月24日(日) 東京ポートボウル １７６人 1名

〔国立市会場〕 配置員
日　　　程 会　　　場 参加選手数 医　　　師 看　護　師

5月17日(日)
多摩障害者

スポーツセンター
５３人 1名

大会競技本部より救急患者対応依頼。（救急車要請）

実　施　競　技

水泳

卓球
（身体・知的・精神部門）

ボウリング

早﨑道晴（協会）、矢内信夫（東身卓連）、新井由希枝（東身ア協）

実　施　競　技

平塚雄二（協会）、井上一仁（東知ソ部）
実　施　競　技

バスケットボール
（知的部門）社会人の部

実　施　競　技
竹内純子（協会）、石飛了一(東IDボ連)

ソフトボール

３　留意点
　　　　　①　迅速な初期対応を心掛けるが、その程度を超える場合は、各事務所を通じ、救急車の手配

藤田勝敏（協会）、小峰久美（東STT協会）

サウンドテーブルテニス

医療体制

　　　　　各会場の、選手・ボランティア・引率付添者・観戦応援者・来賓・役員等一切の参加者の、怪我や発病の訴えに
　　　　対する初期治療及び緊急症状の救急対応にあたる。また、緊急事態発生時の救護に当たる。

山根誠治（協会）、佐々木ゆみ（協会）、岡澤政子（東知陸連）、飛田貴子（東障フ協会）、
稲木祐二（東ボ協会）、柚木秀彦（東身陸部会）、小関直樹（東知バ部）

実　施　競　技

陸上競技（知的部門）
フライングディスク

サッカー

バレーボール
（知的部門）

山根誠治（協会）、佐々木ゆみ（協会）、須貝栄作（都障水連）

陸上競技
（身体・精神部門）

ボッチャ

岡本　沙織
加藤　貴行
佐藤　広之
濱井　彩乃
松井  彩乃
三澤　朋子

４　救急病院

　　　　　③　練馬区会場 大会競技本部より救急患者対応依頼。（救急車要請）

　　　　　⑥　港区会場 大会競技本部より救急患者対応依頼。（救急車要請）

　　　　　①　駒沢会場
　　　　　
　　　　　②　江東区会場

実　施　競　技

　　　　　②　各会場に、救護係を配置し、緊急時に備える。
　　　　　③　各会場には、応急処置用の救急バッグ等を準備する。
　　　　　　　　　（消毒液、カットバン、包帯、湿布薬、テーピング類等）

　　　　　　　及び病院への診断治療要請する。

アーチェリー

国立病院機構東京医療センターに救急患者対応依頼。
玉川消防署に救急車の要請。

　　　　　⑤　板橋区会場 大会競技本部より救急患者対応依頼。（救急車要請）

　　　　　⑦　国立市会場 大会競技本部より救急患者対応依頼。（救急車要請）

　　　　　④　北区会場 事務所もしくは大会競技本部より救急患者対応依頼。（救急車要請）

協会シンボルマークの紹介

平成１５年全国より公募し、小学生から高齢者の方、

また多種多様な職業の方から１４１名(２２４点)の
応募があり、障害者スポーツの認知度が全国的に広

がっていることを実感しました。

「障害のある人の生涯スポーツがますます発展して

いくもの、障害者のスポーツ振興を図る中心となる

協会をイメージしたもの」という選考規定に基づき

審査委員会での白熱した審査の結果、兵庫県の福田

大介さんの作品を大賞に決定しました。

大会メダルと作者の紹介

協会シンボルマーク

デザインコンセプト
このマークは障害者のためのスポーツとい
う枠にとらわれず、スポーツの楽しさや躍
動感を表現、一人の選手が大空に向かって
大地を蹴り、鳥のように羽ばたく瞬間をイ
メージすると同時に東京都の「と」の文字
を図案化しています。
またマーク全体のフォルムはSPORTS（ス
ポーツ）の頭文字「S」をシンボリックに
表現したものです。
イメージカラーは大空と大地です。

大会メダル

デザインコンセプト
大きな手に支えられ、明るい太陽の
下で力強く巣立つ若鳥を
愛情あふれる母の心で見守る

製作者：小坂圭二
（世田谷区在住／平成４年８月１１日逝去）

    新政策協会彫刻部会員

略 歴：

１９１８ 青森県野辺地に出生
１９５０ 東京芸大卒業
１９５２ 新作家賞受賞
１９５３ 高村光太郎先生の助手 十和田湖畔に「乙女の像」制作
１９５８ 十和田市、太素塚に「新渡戸伝翁」像制作
１９６０～６２ フランス国立美術学校に留学
１９６３ 竜飛岬に「吉田松陰先生詩碑」制作
１９６９ 青森柳町「母子像」制作
１９７３ 「断絶の中の調和」 バチカン現代美術館買上げ
１９７５ 「小鍛冶」青森あすなろ国体出品
１９８０ 第一回高村光太郎賞展「人間、１９８０」優秀賞
１９８２ 第二回高村光太郎賞展「漁どる人」優秀賞
１９８３ 十和田市「新渡戸稲造」像制作
１９８９ 上北町小川原湖畔に「玉代姫と勝代姫」像制作

  １９９２ ８月１１日逝去
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協会シンボルマークの紹介
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また多種多様な職業の方から１４１名(２２４点)の
応募があり、障害者スポーツの認知度が全国的に広

がっていることを実感しました。

「障害のある人の生涯スポーツがますます発展して
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審査委員会での白熱した審査の結果、兵庫県の福田

大介さんの作品を大賞に決定しました。

大会メダルと作者の紹介
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デザインコンセプト
このマークは障害者のためのスポーツとい
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を図案化しています。
またマーク全体のフォルムはSPORTS（ス
ポーツ）の頭文字「S」をシンボリックに
表現したものです。
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大会メダル

デザインコンセプト
大きな手に支えられ、明るい太陽の
下で力強く巣立つ若鳥を
愛情あふれる母の心で見守る

製作者：小坂圭二
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１９５０ 東京芸大卒業
１９５２ 新作家賞受賞
１９５３ 高村光太郎先生の助手 十和田湖畔に「乙女の像」制作
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１９６３ 竜飛岬に「吉田松陰先生詩碑」制作
１９６９ 青森柳町「母子像」制作
１９７３ 「断絶の中の調和」 バチカン現代美術館買上げ
１９７５ 「小鍛冶」青森あすなろ国体出品
１９８０ 第一回高村光太郎賞展「人間、１９８０」優秀賞
１９８２ 第二回高村光太郎賞展「漁どる人」優秀賞
１９８３ 十和田市「新渡戸稲造」像制作
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  １９９２ ８月１１日逝去
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団体競技

個人競技
◎＝身体・知的・精神部門の種目　　□＝身体・知的部門の種目
○＝身体部門の種目　　　　　　　　●＝知的部門の種目

陸上（身体・知的・精神部門）
◎ 50m走、◎ 100m走、□ 200m走、● 400m走、□ 800m走、
◎ 1500m走、○スラローム、□走高跳、◎走幅跳、◎立幅跳、
○砲丸投、◎ジャベリックスロー、◎ソフトボール投、○ビーン
バッグ投、● 25m走（車いす）、○ 30m走（電動車いす）の
計 16種目が実施されます。

◎視覚障害音源走（50m走）
　視力 0 ～ 0.01 の視覚障
害者による 50m競走では、
フィニッシュライン後方で鳴
らす音源を頼りに走ります。
※音源走が難しい場合は、伴
走者とともに走ることが認め
られます。

○スラローム
　車いす使用者が参加する
種目です。全長30mのコー
スに置かれた 12の旗門を、
白の旗門は前進、赤の旗門
は後進で通過します。

○ビーンバッグ投
　重度の障害がある車いす
使用者を対象とした種目
です。大豆を入れた重さ
150g、12cm 四方の袋を
投げます。投げ方は自由で、
足に乗せてけり出すことも
認められています。

◎ジャベリックスロー
　ポリエチレン製の長さ約
70cm、重さ300gのターボジャ
ブを投げてその距離を競いま
す。ルールはやり投に準じます
が、身体機能の面での緩和措置
がなされる場合があります。

水泳（身体・知的部門）
　種目は□自由形、□平泳ぎ、□背泳ぎ、□バタフライ、の 4
種目で、距離は種目に応じて、□ 25m、□ 50mがあります。
　日本水泳連盟競技規則に準
じて行われますが、障害の種別
によって水中スタートや浮助
具の使用が認められます。ま
た、視覚障害によりターンや
ゴールが判断できない選手に
対しては、主催者に許可された
者が、合図棒などで合図をして
もよいことになっています。

アーチェリー（身体部門）
　全日本アーチェリー連盟競技規則に準じて行われ、リカーブ部
門、コンパウンド部門があります。種目は 50m・30mラウン
ドと 30mダブルラウンドの他、初級者の参加を促すため、リカー
ブ部門は 18mダブルラウンドと 12mダブルラウンドも実施し
ます。

卓球（身体・知的・精神部門）
　日本卓球ルールに準じて行われますが、車いす使用者のサービ
スは、サービスされたボールがエンドラインを正規に通過しなけ
ればならないことになっています。また、身体的理由などにより
通常のサービスができない場合は、ボールを自コートの上に落と
した後、サービスしてもよいことになっています。

サウンドテーブルテニス（身体部門）
　一般の卓球が困難な視覚障害者はアイマスクを着用し、専用の
卓球台でボールを転がして得点を競います。ボールには金属球が
入っており、転がると音が出るようになっています。

本大会は、昭和 26年から行われてきた「東京都身体障害者スポーツ大会」と、昭和 59年から行われて
きた「東京都知的障害者スポーツ大会（東京ゆうあいピック）」を平成 12年に統合し、「東京都障害者スポー
ツ大会」として開催しています。
平成 18年から、一部の個人競技種目に精神部門を設け、翌 19年からは、全国大会に先駆けバレーボー
ルを正式種目として実施するなど、「身体」「知的」「精神」の 3つの部門で競技を行う、都内最大規模の障
害者スポーツ大会です。
この大会は全国障害者スポーツ大会の派遣選手選考会を兼ねています。今年は青森県で第25回全国障害
者スポーツ大会「青の煌（きら）めき あおもり障スポ」（大会期間 10月 23日～ 26日）が開催されます。

身体部門の個人競技は、障害の種類や程度によって区分され、それぞれの障害区分ごとに競技が行われ
ます。知的部門の個人競技は、各年齢層に分かれて行います。
ルールは一般競技団体の規則を基にしていますが、各競技、障害によって工夫や変更がされています。

～大会＆競技のご紹介～～大会＆競技のご紹介～



─ 25 ── 24 ─

フライングディスク（身体・知的・精神部門）
　5m ま た は 7m 離 れ た
アキュラシーゴール（直
径 91.5cmの円形）にディ
スクを 10 回投げ、その通
過回数を競うアキュラシー
と、ディスクを 3回投げて
遠投距離を競うディスタン
スがあります。どちらも投
げ方は自由です。

ボウリング（知的部門）
　アメリカン方式でハンディなしの 2ゲームトータルのスコア
により順位を決定します。

ボッチャ（身体部門）
　身体障害者が参加する競技です。自分のボールを横 6m縦
10mのコートの中にあるジャックボールといわれる白いボール
にできるだけ近づけるようにして得点を競う競技です。障害が重
いことでボールをうまく持てない、または離せない選手は、「ラ
ンプ」というボールを転がすことのできる補助具を使って競技す
ることができます。
　また、コートに背を向けたアシスタントが、選手の指示に従い、
ランプを動かしたり、ボールをランプに置く手伝いをします。

スポーツの集い（知的部門）
　一般の競技に参加することが難しい知的障害児・者が参加する
競技会です。種目は 30m競走、100m競走、大玉送り、つなひ
き、リレーなどがあります。

団体競技
バスケットボール（知的部門）
　リングの高さ、コートの広さ、ボールなどは一般のバスケット
ボールと同じです。また、以下の個人種目もあります。
①フィールドゴール
  30 秒間に入るシュート数を競います。
②リバウンド
  30 秒間、ボードにボールをパスし、ジャンプ捕球して着地に
成功した回数を競います。
③ドリブル
  3mごとに置かれた障害物を 30秒間にドリブルで何個通り抜
けることができるかを競います。

車いすバスケットボール（身体部門）
　リングの高さ、コートの広さ、ボールなどは一般のバスケット
ボールと同じです。選手は障害の程度に応じて持ち点があり、1
チーム（5名）が 14点以下で構成されます。ボールを持ったま
ま 2回まで車いすをこぐことができ、またダブルドリブルの反
則が適用されないことが特徴です。

ソフトボール（知的部門）
　フィールドの広さ、用具は一般のソフトボールと同じですが、
ピッチャープレートまでを 12.19mとして行います。

ブラインドベースボール（身体部門）
　視覚障害者が参加する競技です。通常のソフトボールのルール
を基本にしています。投手は捕手の手ばたきを頼りにゴロで投球
し、打者はボールの転がる音をたよりに打ちます。走者は各塁に
配置されたコーチャーの手ばたきをたよりに走塁します。

バレーボール（身体・知的・精神部門）

　6人制で、身体（聴覚障害）・知的部門ではコートの広さ、ボー
ルなどは一般のバレーボールと同じですが、ネットの高さは身
体障害部門では男子 2.43m、女子 2.24m、知的部門では男子
2.30m、女子 2.15mで行います。
　精神部門では、ネットの高さは2.24mでボールはソフトバレー
ボールを使用します。また男女混合でチームを編成し、女子が常
時 1名以上出場していなければなりません。

サッカー（知的部門）
　フィールドの広さ、用具などは一般のサッカーと同じです。ま
た、以下の個人種目もあります。
①ドリブル・シュート
　5つのコーンが設置されたコースをドリブルで通り抜け、シュー
トゾーンでボールを止めるまでの速さを競います。また、シュー
トが入ったところの得点がボーナス点として加算されます。
②ゲーム
　個人種目参加者でチームを組み、試合を行います。

フットソフトボール（知的部門）
　ソフトボールのルールを基本にしていますが、ピッチャーが転
がしたボールをキックして攻撃を行います。守備位置や打撃の順
番は野球やソフトボールと同じです。ただし、ピッチャーがピッ
チャーズサークル内でボールを保持している時にランナーは塁を
離れることができません。走塁中のランナーは元の塁に戻らなけ
ればなりません。また、以下の個人種目もあります。
①ホームラン競争
　打ったホームランの数を競います。
②ストラックアウト
　ピッチャーがボールを転がし、三角コーンに当たった回数を競
います。

個人競技




